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プルメリアのはなし 2021.09.06 

ハワイ、フィジー、タヒチ・・・南の島の常夏の楽園。訪れた観光客の首にかけられるレ

イや、乙女の髪を飾るプルメリア（未婚者は頭の右に、既婚者は左に飾るそうです）。そ

んなイメージがすっかり定着しているのは、キョウチクトウ科インドソケイ属に属する植

物の総称。中南米、カリブ海諸国の原産で、300 種類が確認されているそうです。ちなみ

に、プルメリアのイメージは国によっても色々あるようで、ラオスではチャンパーと呼ば

れ、仏教寺院の献花やお正月などの儀式、肉親への敬愛と来客への幸運の象徴とされてい

ます。また、フィリピンやインドネシアでは、墓地に植えられることから、幽霊などを連

想させる花となっているようです。多くのキョウチクトウ科の植物にみられるように毒性

があります。花については心配ありませんが、枝を切ったときに出てくる白い樹液が肌に

触れると、かぶれたりするので注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


